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研究成果の概要（和文）： 

新興国自動車メーカーである、現代自動車のグローバルマーケティングについて、インド、ロ
シア、中国市場への市場参入方法とマーケティング戦略の比較、および先進国企業との戦略比
較を中心に研究を行った。 
現代自動車のグローバル・マーケティングの「配置」と「調整」では、自社工場の設置は人口
が多く将来的に需要が見込める国 BRICｓを中心に中小型車を投入し、市場の大きさや潜在力に
応じて直接進出方式とライセンス方式を使い分けている。4P 戦略は、全世界で同一のスローガ
ンによるグローバルな統合の下、プラッットフォームは共有し標準化しながら、地域のニーズ
や状況にあわせてデザイン等は現地適合化を行い、拠点間でのノウハウの移転・共有を行って
いることを明らかにした。 
また、先進国自動車メーカー（トヨタ）との違いは前者がグローバルモデルの「本国モデル」
あるいは「先進国モデル」を基盤とした新興国への転用を原則とし、機能的価値や品質、耐久
性など「見えない」点に力を注いでいるのに対し、現代自動車は、国単位で BRICS 市場を分割
し特定国向けの専用車種を開発投入し、「新興国モデル」を基盤として他の新興国へ横展開し、
デザインなどの「見える化」に力を注ぎ、市場環境に応じてフレキシブルな対応を行っている
ことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
I made researches about the global marketing of Hyundai Motor Company. I analyzed 

especially comparison the strategy with the market-entry mode and marketing strategy to 
Indian, Russian, and the Chinese market of HMC.  

I also compared the strategy of HMC with the strategy of Toyota Motor Company and 
clarified the difference in the strategy of both companies. 
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１．研究開始当初の背景 
新興国の成長による影響により先進国中心
のマーケティング思考の限界や先進国向け
マーケティング手法の限界が指摘され、市場
としての新興国の地位が向上している。新興
国企業は海外への輸出・海外生産を盛んに行
い多国籍企業化を進めている。これまでのグ
ローバル・マーケティングの研究においては、
日米欧の多国籍企業の先進国市場・新興国市
場への参入や現地でのマーケティング行動
についての研究蓄積が存在する。しかし、い
ずれも研究主体は日米欧の多国籍企業であ
り、グローバル経済の重要な主役となりつつ
ある新興国企業を主体としたマーケティン
グ研究が手薄となってきた。 

新興国企業のなかでも注目すべきは、韓
国・中国等の新興国自動車メーカーである。
それらは、ロシアなど新興国市場への輸出や
直接投資を通じ、先進国企業や事業を買収す
る企業も現われており、先進国にとって将来、
大きな脅威となる可能性がある。 

日本や欧米系の自動車メーカーは、持続的
イノベーションによって研究開発を重ね、高
品質、高機能の車を開発しているが、先進国
での需要は減少の一途を辿っている。一方、
韓国の現代自動車や起亜自動車がロシア市
場等の新興国市場における低価格車の成功
で日本自動車メーカーに接近している。本研
究では、韓国や中国の新興国自動車メーカー
のグローバルマーケティング戦略、とりわけ、
なぜそれらが選好されるのかも含め、新興国
市場での戦略について、総合的な研究を行う
ことを行った。グローバル・マーケティング
から接近するのは、ブランド力・技術力のな
い韓国・中国等の自動車メーカーの車がなぜ
ロシア等の新興国で選好されるのかを理解
するには、現地の流通構造と消費者行動とい
った市場のミクロ分析、そして、メーカーが
いかに非消費層に立ち向かい、いかに販売し
たのかという流通チャネル戦略を中心とし
た新興国市場でのマーケティング行動とマ
ーケティング技術の移転に関する詳細な調
査研究なしには不可能だからである。 
 
２．研究の目的 
第一に、韓国や中国の新興国の自動車メーカ
ーの成長の原動力となったロシア市場の流
通構造と消費者行動、いかに非消費層に立ち
向かい、どのように販売したのかというメー
カーの流通チャネル戦略を中心としたマー
ケティング戦略、それらの新興国市場参入方
法と市場拡張、そのグローバル・マーケティ

ングの段階と特徴、それらの日本メーカーの
マーケティング技術の模倣・革新方法と海外
展開活用、新興国市場でのマーケティング知
識の他市場への移転を明らかにする。 
第二に、先進国自動車メーカーと新興国自動
車メーカーのマーケティング戦略の差異性
と同質性、同じ新興国市場におけるマーケテ
ィング移転の差異性と同質性について明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
中国、韓国、ロシア、インドなど新興国で、
詳細なインタビュー調査および資料収集を
行い、現地調査で収集したデータを基に、実
証分析を行い、理論的なインプリケーション
を導出した。 
とくに先進国自動車メーカーと新興国自動
車メーカーのマーケティング戦略の差異性
と同質性および同じ新興国市場への市場参
入・市場拡張におけるマーケティング戦略の
差異性と同質性について分析を行い、先進国
自動車メーカーが新興国戦略において学ぶ
べき点は何なのかを重点的に明らかにした。 
 
４．研究成果 
本研究で明らかになったことは以下の点で
ある。 
第１に、現代自動車のグローバル・マーケ

ティングの２つの次元「配置」と「調整」で
は、①自社工場の設置は人口が多く将来的に
需要が見込める国 BRICｓを中心に行った。商
品は自社の強みであるバリューフォーマネ
ーの中小型車を投入。参入方法は市場の大き
さや潜在力に応じて直接進出方式とライセ
ンス方式を使い分けており、人口が多く成長
の可能性が高いインドや中国で直接進出し、
そうでないロシアはライセンシング方式で
参入した。ローカル組立企業による CKD 生産
の段階を経たことで、初期段階で投資を節約
しつつ、スピーディーに市場参入することが
可能になる「配置」戦略を取った。②STP の
標準化/現地化では、4P戦略は、全世界で同
一のスローガンによるグローバルな統合の
下、プラッットフォームは共有し標準化しな
がら、地域のニーズや状況にあわせてデザイ
ン等は現地適合化を行った。４Ｐの標準化/
現地化では、BRICｓ諸国での「選択的重点的
現地適合化戦略」により、現地市場への現地
適合化重視した４Ｐ政策を採用し、現地市場
での競争優位を確立した。拠点間でのノウハ
ウの移転・共有では、現地適合化モデルの導
入、現地適合化モデルの品評会に現地の幹部



を呼び品評会の開催、各国の製品開発担当者
の間で部品に関する情報共有し、各国で使用
された優れた部品を他国にすばやく横展開、
バリューフォーマネーの製品の他国への輸
出・生産（インド専用車として開発された i20
をヨーロッパに輸出したのみならずトルコ
でも生産開始等）、参入時は３Ｓにこだわら
ないフレキシブルに対応するチャネル政策、
スポーツマーケティング、ディーラーの募集
方法などのマーケティング戦略についてノ
ウハウを共有し横展開した。 
第２に、現代自動車のグローバルマーケテ

ィングの特徴は、（１）各国子会社の独自の
経営スタイルや文化を尊重しながら全世界
で同一のスローガン「新しい考えと可能性
（New Thinking．New Possibilities）の下、
統一のとれた事業運営を実施。現地市場への
現地適合化とグローバル標準化の複合化で
現地市場での競争優位を確立している。（２）
現地市場への創造的な現地適合化の結果と
してマーケティング・イノベーション（選択
的重点的現地適合車の開発、フレキシブルな
流通チャネル政策等）を実現。それが現代自
動車の新たな資源となりグローバルな競争
優位の源泉となっている。（３）現地市場獲
得のためにマーケティングを現地に移転し、
同時に現地パートナーや第三者の資源（ロー
カル組立企業、現代モービス等）を活用。現
地企業との関係やマーケティング活動をグ
ローバルな市場戦略のもとでスピーディー
に調整している。（４）研究開発は主として
本国で行い、生産は市場に近く需要が多い国
で量産生産、需要が少ない国ではローカル企
業によるＫＤ生産。製品は本国および世界の
工場から第三国に輸出され世界で販売して
いる。 
第３に、先進国自動車メーカー（トヨタ）

と新興国自動車メーカー（現代自動車）の比
較において、参入プロセスの違いでは、トヨ
タは自前主義に立脚しライセンス生産はこ
れまでなかったのに対し、現代はライセンス
生産を含め新興国市場に合致した柔軟な参
入方法を選択した。両社のマーケティング戦
略の違いは、トヨタは中高価格帯を中心に品
質を優先した成長をめざし、高いブランドロ
イヤルティを背景に高収益ビジネスを展開。
車種はグローバルモデルの「本国モデル」あ
るいは「先進国モデル」を基盤としたロシア
への転用を原則としている。製品は機能的価
値や品質、耐久性など「見えない」点に力を
注いでいる。ターゲット顧客はハイエンドで、
流通チャネル政策は、高いサービスを提供で
きる３Ｓ店舗（整備工場付設のショールーム）
で販売している。これに対し、後発企業の現
代自動車は、現地で売れる製品企画力と開発
力と価格競争力に長け、バリューフォーマネ
ーの製品を投入し、ローカルの組立企業のチ

ャネルも利用して、販売の現地化（ローカル
の組立企業のチャネルと自社のチャネルの
２チャネルでの販売）で販売。３Ｓ店舗にこ
だわらず、地方都市や内陸部へも積極的に出
店し、多くの台数を販売することで知名度を
あげた。 
第４に、現代自動車の新興国市場における

マーケティング移転の差異性と同質性につ
いては、まず、同質性では量産量販政策を採
用、ボリュームゾーンをターゲット、現地の
顧客が必要としている機能や欲しているデ
ザインなどを最大限考慮する徹底した現地
適合化志向、現地に踏み込んだマーケティン
グ調査の実施、現地の中間層が求める、手頃
な価格で、新しいデザインの車を選択的重点
的現地適合車を開発、現地顧客に好まれるデ
ザイン・機能を理解するために、現地駐在員
が自ら足を運んでニーズを把握し、当該国の
管理職が品評会に参加、スポーツ・マーケテ
ィング、国に影響を与える有名人を起用しボ
リュームゾーン層へＰＲ、バリュー・フォ
ー・マネーの商品政策が明らかになった。差
異性は、（１）オペレーションとイノベーシ
ョンの点でインド、中国にある工場が、韓国
の工場よりも生産性は高いこと。（２）製品
イノベーシヨンの点で、技術系の人材をイン
ド、中国で急増させ、研究開発におけるイン
ド、中国の重要性を高めていること。（３）
参入方法は、インド・中国は現地企業による
CKD 組立段階を経ることなく、いきなり量産
工場による現地生産を開始したのに対し、ロ
シアへは現地組立業者へのライセンシング
生産の段階を経て、リスク最小、スピーディ
ーな参入を行ったこと。また、インドは、生
産コストが安く、利益幅が小さな小型車のグ
ローバルな輸出拠点である点である。 
以上の研究成果について、雑誌論文 20件、

学会発表 33 件、図書 8件で発表した。 
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